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一九八八年一○月二八日、スペインのバルセロナで「国際旅団解散五○周年」記念大会が開かれた。正式には、
「鬮際旅団の行軍ｌ平和・自由・民主主義のために（一九三八１八八年）」という名称であった．会場は、北へ
伸びる地下鉄の終点から歩いてすぐだった。地下鉄から出ると、黒いベレー帽に三角星の布製のベッジをつけてい
る老人夫妻と出会った。黄色い三角星に赤のふちどりをしたマークが国際旅団のマークであった。この老人はイス
ラエルから来たという。かつては、ドイツ人の大隊、テルマン大隊に従軍していた。マドリード防衛戦に初陣（一
九三六年一一月八日）した勇猛果敢な義勇兵の一人だった。
，ハルセロナ北部の、市内の喧燥が嘘のように思える静かな住宅街の一隅に、一二メートルのオブジェが建てられ
て
い
る
。
国
際
旅
団
の
戦
い
を
記
念
す
る
「
ダ
ピ
デ
と
ゴ
リ
ァ
テ
の
像
」
で
あ
る
。
この記念像の除幕式が行なわれるのだ。
会場には五○○席くらいの椅子が並べられていたが、参加者はおそらくその三倍くらいであったろう。彼らは、
おしなべて八○代か七○代の老人たちだった。自分の息子や娘、孫などを連れてきた老人もいた。会場のフェン犬
ス
ペ
イ
ン
内
戦
と
国
際
旅
団
の
誕
生
（｜） 
川
成
洋
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力強い演説をした。
の外側から、五○人あまりの老人たちが身を乗り出していた。フーーンスに掛けられている大きな赤い横断幕から、
ロシア人義勇兵だと分った。彼らは誰ひとりも会場の中に入ってこない。国際旅団に遠慮しているのだろうか。そ
れともフーーンスの外の方が二メートルばかり高くなっているので、見晴しがよいためだろうか。彼らは、正式には、
国
際
旅
団
に
編
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
明
言
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
政
府
は
兵
器
や
救
援
物
資
な
ど
で
ス
ペ
イ
ン
共
和
国を支援するが、戦闘部隊を派過していないことになっていた。ロシア人義勇兵の存在をソ連当局が公式に発表し
た
の
は
、
一
九
七
五
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
ス
ペ
イ
ン
共
和
国
と
国
際
的
連
帯
一
九
三
六’一九三九年』という本ではないだろうか。
やがて、「ピパ・レプリカ（共和国、万歳）！」の喚声とともに、義勇兵たちには見なれた赤・黄・紫のスペイ
ン
共
和
国
旗
が
入
場
し
、
そ
の
後
に
、
そ
し
て
今
日
ス
ペ
イ
ン
の
ど
こ
へ
行
っ
て
も
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
軍
事
叛
乱
が
起
こ
っ
た
そ
の
日
（
一
九
三
六
年
七
月
一
八
日
）
に
編
制
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
人
義
勇
兵
の
「
自
由
部
隊
」
旗
、
各
国
の
大
隊
旗
が
続いた。国名が紹介されるたびに、拍手が湧きあがった。カタルーーーャ国旗とバルセロナ市旗がたち並ぶステージ
の
司
会
者
の
声
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
聴
き
と
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
今
は
亡
き
共
和
国
の
指
導
者
、
国
際
旅
団
の
義
勇
兵
た
ち
へ
の
追
悼
の
辞
く
ら
れ
、
各
国
の
国
際
旅
団
の
代
表
者
た
ち
に
よ
る
短
い
演
説
が
続
い
た
。
股
後
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
の
は
、
。
ハ
ル
セ
ロ
ナ
市
長
の
．
〈
ス
カ
ル
・
マ
ラ
ガ
ル
だ
っ
た
。
市
長
の
手
に
よ
って、記念像の除幕式が行なわれることになっていた。
四七歳の、したがって、内戦を体験していない元バルセロナ大学経済学部教授の、社会労働党のマラガル市長は、
「ダピデはゴリァテに勝った。だが、ようやく、だった。また第二のゴリアテが出現するかもしれない。そのと
玄
ち
きば五○年前と同様に、ダピデに力を貸して下さい。。…・・・ハルセロナは、自由な都市となり、独立した自治政府、
カタルー一一ャ政府をもつことができました。あなたたちがいた、あの五○年前と、全く同じです」
「こうした大会は、かつては一つの党派や組織のために行なわれてましたが、今や、複数の党派や団体のために
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こ
の
除
幕
式
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
は
、
市
交
響
楽
団
に
よ
る
演
奏
と
、
参
加
者
全
員
が
起
立
し
、
（
か
っ
て
ば
人
民
戦
線
の
敬
礼
だ
っ
た
）
握
り
こ
ぶ
し
を
高
く
か
か
げ
て
歌
う
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
で
あ
っ
た
。
翌二九日、カタルーーーャ大統領のレセプション。午後に、バルセロナ大学の大講堂で、スペイン内戦史学会（本
部、ニューヨーク）主催の．〈ネル・ディスカッションが開かれた。テーマは「われわれの行軍（一九三八’八八年）
をいかにして伝達するか‐｜であった。．〈ネラーは七人の国際旅団の元義勇兵と六人のスペイン内戦史家（現代史家）
であった。国際旅団側の発表は、主に、帰還先での体験についてであった。大雑把にいえば、西ヨーロッ・〈諸国に
戻った義勇兵には「アヵ」のレッテルか、東ヨーロッ．〈諸国では「スターリンの粛清」が待ち構えていた。そのう
え、スペイン内戦終結五ヶ月後に、第二次大戦の導火線ともいうべき「独ソ不可侵条約」の調印を知らされる。惨
憎たる体験であった。それにしても、国際旅団の存在が、スペイン内戦史の中で、次第に後方に追いやられ、無視
されているのではないか、という不満が飛び出した。研究者側の発表は、このテーマからすれば、若干ピンポケな
感じは否めなかった。とにかく、政治的なイデロオギーに染まらない国際旅団の構築が必要だ、というところに蕗
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
ラ
ゴ
戦ってくれたのです」
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
ス
ペ
イ
ン
内
戦
か
ら
得
た
私
た
ち
の
貴
重
な
教
訓
な
の
で
す
」
こ
う
演
説
を
締
め
切
る
と
、
突
然
、
市
長
は
、
ロ
シ
ア
人
義
勇
兵
の
近
く
の
石
段
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
老
人
を
ス
テ
ー
ジ
の
方
へ
まねいた。かつてのカタルーーーャ統一社会党（カタルーーーャの共産党）の元書記長のグレゴリオ・ライムンドであ
ちついた。
った。それにしても、国際旅団がどのようにして創設されたのであろうか。
ライムンドさんです。さあ、ここのステージへ。私たちの世代のために、平和と自由のために、
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また、．ハルセ戸ナでは、七月一九日未明、市街戦が始まった。
一八日の夜、カタルーーーャ政府のコン・〈一一イス大統領が市民に武器を与えることを拒否した。しかしながら、バ
ルセロナに拠点を置く、アナキスト系の労働組合ＣＮＴ（全国労働連合）は、市内のいくつかの武器貯蔵庫や銃砲
店を奇襲し、叛乱章との戦闘に備えた。翌一九日午前四時、北部のペドラルベス兵舎から、。〈ルセロナ人民オリン
中で降伏させた。
一九三六年七月一九日からバルセロナで開催予定の、「ナチ・オリンピック」に対抗するオリンピアーダ・ポプ
ラール（人民オリンピック）を中止させたスペイン内戦の発端は、七月一七日夕方、スペイン領モロッコでの軍事
シ
ソ
・
ノ
ベ
ダ
ー
叛乱であった．この軍事叛乱の合図ｌ「異常なし」がスペイン各地の駐屯地へ打電された．翌一八日、スペイン
本土の駐屯地で一斉に反乱が起こった。この軍事叛乱を指揮したのは、フラン。将軍であった。
これはかねてから噂のあったことだったが、この軍事叛乱に対して、共和国政府は、モロッコのすべての高級将
校にこの軍事叛乱にたいして抵抗すること、海軍にカタルヘナとエル・フェロルの海軍基地からモロッコに航行せ
よという命令を下達した。明らかに、これは局地的な事変にすぎないと判断したために、七月一八日早朝のラジオ
・マドリードは、この軍事叛乱はすみやかに鎮圧されるだろう。またスペイン本土にはこの叛乱の同調者はまった
くいない、という声明を放送した。だが、この放送後まもなく、アンダルシアで最初の軍事叛乱が報道されたため
に、共和国政府はただうろたえるだけで、なんな有効な対抗手段に訴えなかった。したがって、この軍事叛乱に徹
底的に抵抗したのは、従来から「羊のようにおとなしい」と思われていたスペインの民衆だった。とりわけ労働組
合と左翼諸政党の勢力の指導と支援をうけた彼らは抵抗するだけ仁とどまず、信じがたいことに、軍事叛乱を起こ
した部隊を鎮圧してしまった。たとえば、マドリードでは、モンターーーャ兵舎に立てこもった叛乱軍をその兵舎の
（一一）
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実際に、空軍も海軍も共和国側につき、叛乱軍に協力しなかったので、モロッコから叛乱軍をスペイン本土へ輸
送
す
る
手
段
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
軍
事
叛
乱
は
頓
挫
し
た
よ
う
だ
っ
た
。
そこでブランコ将軍は、ドイツとイタリアのファシスト政権に輸送機や輸送船、それに．〈イロットや整備員とい
った技術要員の援助を求めた。七月二九日、ドイツとイタリアの両国から飛行機がブランコのいるニーロッコヘとど
いた。ドイツから三○機、イタリアから一二機であった。これらの飛行機で、モロッコの叛乱軍をスペイン本土へ
こうして、スペイン本土の三大都市での軍事叛乱は一応おさまった。南部のアンダルシア地方、それもセピリャ
とカディスだけが叛乱軍に制圧されただけだった。それにしても、軍部に属せず武力に抵抗した民家にとって、こ
のこと自体、まったく経験のない「七月革命」と呼ぶにふさわしいことであったろう。これが、スペイン国民を二
分し、相互に闘いを二年八ヶ月も続けることになるスペイン内戦の開始を意味していたのである。
軍
事
叛
乱
は
、
当
初
叛
乱
軍
が
計
画
し
て
い
た
筋
書
き
ｌ
鬘
叛
乱
讓
令
の
布
貴
襄
政
権
の
樹
立
ｌ
ど
お
り
に
は
い
かなかつた。
実際に、｛
ビックに敬意を表して市内を．〈レードするためという口実のもとに叛乱軍は街の中心地のカタルーーーャ広場へ進撃
を開始した。この部隊の一部分、カタルーーーャ広場に面した電話局を占拠した。ほかの兵舎からも、パレードする
という名目で続盈とカタルーーーャ広場へ向ったが、不穏な空気に気づいた市民や労働組合員たちが、その動きを阻
止するために、市内の各所で抵抗した。叛乱軍の指揮官は、抵抗する相手の我が身の安全をほとんど無視するよう
な戦術に対抗することができなかった。戦闘は終日続き、カタルーーーャ広場には兵士や軍馬の死体が散乱していた。
叛乱軍を指揮するためにマョルヵ島から到着したゴテード将軍は何ら指揮もしないうちに逮捕され、説き伏せられ
て、叛乱軍に武器をすてるよう放送した。これが、・ハルセロナの軍事叛乱の顛末であった。
さらにスペイン第一一一の都市、，ハレンシァでは、兵舎内の部隊が共和国側だったので、軍事叛乱も起らず、別にた
いした混乱もなかった。
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輸送し、アンダルシア地方に、叛乱軍の断固たる足場をつくったのである。
翌二四日付の同紙によると、外国選手団の役員たちがカタルーーーャ政府に大統領とカソル文化局長を表敬訪問し、
感謝を述べた。またこの新聞には、選手団収容のためのフランス船の写真が載っている。
翌
一
一
五
日
付
の
同
紙
に
よ
る
と
、
人
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
滞
在
中
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
三
五
○
人
を
乗
せ
た
シ
ウ
ダ
ー
ド
・
イ
ピ
サ
号
が
フ
ラ
ン
ス
の
セ
ー
ト
港
へ
向
け
て
出
航
し
た
。
ま
た
同
紙
の
別
の
紙
面
に
は
、
「
市
街
戦
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
と
し
て
、
人
民
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
や
っ
て
来
た
外
国
人
選
手
で
、
何
人
か
は
共
和
国
側
に
つ
い
て
戦
っ
た
が
、
そ
の
中
に
勇
教
に
戦
っ
た
ア
ラ
ブ
人
がえる。
ところで、パルセ戸ナの人民オリンピックのためにすでにバルセロナ入りしていた六○○○人近くもの参加予定
の外国人選手団は、どうしたのだろうか。
七月一一一一一日付のバルセロナの日刊紙『エル・ディア・グラフィこによれば、フランス船二隻、フランス人選手
団
引
き
揚
げ
の
た
め
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
入
港
し
た
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
滞
在
中
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
安
否
を
遣い、イギリス海軍の提督が、二二日、カタルーーーャ政府大統領を表敬訪問した。
こ
の
二
つ
の
記
事
か
ら
も
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
両
政
府
が
選
手
団
の
引
き
揚
げ
の
た
め
に
た
だ
ち
に
対
応
し
た
よ
う
す
が
う
か
あいたことを報じた。
と
も
あ
れ
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
加
予
定
者
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
具
体
的
に
ば
っ
か
象
が
た
い
が
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
人
やイタリア人は故国に一戻ることもできず、そのままスペインに留まっていたと思われる。また、このオリンピック
の
時
期
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
入
り
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
共
産
党
機
関
紙
『
デ
イ
リ
ー
・
ワ
ー
カ
ー
』
の
特
派
員
の
ト
ム
。
ウ
ィ
ン
ト
リ
ン
ガ
ムによると、七月一九日のバルセロナの市街戦に、このオリンピック参加者が自主的に参戦した。そのとき、国縞陰
（一一一）
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とか共通言語単位でグループが編制された。各グループは、「セントゥリア（百人隊）」とか「大隊」とかと呼ばれ、
それに有名な革命家の名前や都市名を冠していた。たとえば、イタリアは「ガストーネⅡソッッイ大隊」、ドイツ
人は「テルマン。セントゥリァ」、フランス人とベルギー人は「・くり大隊」、ポーランド人は「ウルブルスキー将軍
セントゥリァ」、イギリス人は「トム・マンⅡセントゥリア」などが編制されたという。
こうした内戦勃発時にスペイン共和国の戦列で戦った外国人義勇兵、さらに続奄とピレネーを越えてスペイン入
イ
ソ
タ
ー
ン
ツ
ヨ
ナ
ル
ロ
コ
ラ
ム
リしてきた義勇兵を総称して、「国際義勇軍部隊」と呼ばれていた。｝」の呼称は、内戦勃発直後のスペインの新聞インタ
ー
にＪも「コムナ。インテルナショナール」として紹介されている。これが、一○月一一一一日に正式に創設された「国
ナ
シ
ロ
ナ
ル
・
プ
リ
ゲ
イ
ド
際
旅
団
」
の
母
体
０
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
苦境に立たされた共和国への支援の輪は、またたく間に世界中に広まった。一九三六年二月の総選挙の結果、正
式に誕生した政府の側に同情が集まったのは、当然であった。しかも、スペイン内戦の「原風景」ともいうべき正
規軍と民衆との戦闘。これも、民衆の側に同情が集まったのだった。
ドイツやイタリアのようなファシスト政権下で、もはや実質的な反アァンスト闘争を組めない人たち、イギリス
のように挙国一致内閣のもとで選挙で政治的改革の可能性をつゑ取られた人たち、あるいは、いわば丸腰で命がけ
で戦っているスペイン民衆に共感を寄せる人たち、いずれにせよ、さまざまな動機で、ただ共和国の防衛という唯
一の目標をかかげて、義勇兵として、ぞくぞくとスペイン入りした。
その人数はいくらくらいだったのだろうか。もちろん、非合法で入国した人数は判明できないが、九月二一日、
イタリア共産党中央委員トレーズがモスクワでスターリンに報告したところによると、外国人義勇兵はすでに五○
○○人に達していたという。また、別の資料によると、七月一九日から一○月中旬までの間に、フランス国境を越
／■、
四
、=ノ
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「ファシストの反動分子の抑圧からスペインを解放することは、ひとりスペイン人に限定される問題ではなく、
進
歩
的
な
人
類
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
」
一○月二二日、スペイン共和国のラルゴ・カバリニロ内閣は、国際旅団の創設を公式に認めた。「スペインのレ
ーーーン」という異名をもつラルゴ・カバリニロは社会党員なので、共和国内部に、スターリンの後盾を得た共産党
の発言力が強まるのを危倶していたが、今まで述べたような一連の既成事実によって、国際旅団の創設を認めざる
をえなかった。国際旅団の総司令部と訓練基地がアルベセーテに設置された。ムルシア県の県都で、サフランとナ
イフの生産で有名なこの町は、叛乱軍の制圧しているアンダルシアに出撃するには最も都合のよい地であった。
当時のアルパセーテの様子を、イギリス人義勇兵ジェイスン・ガーーーイは、次のように述べている。
「この町の周辺には、スペイン人部隊や警察はまったくいないようだったし、町の住民もほとんど皆無に近かっ
たようだ。こぬか雨が泥んこの道に降りしきり、スペインの地方都市だけが雨天の日に垣間見せるような、うん
ざりとする町と化していた。唯一のレクリエーション施設は、国際旅団クラブといささかもったいぶったカフニ
だった。クラブには、大集会場、二台のビリャード台、椅子、テーブル、バーなどがあった」
一○月下旬、最初の国際旅団である第二国際旅団が創設された。エドガー・アンドレ大隊（ドイツ人）、コミ
ューヌ・ド。、くり大隊（フランス人、ベルギー人）、ドンプロフスキー大隊（ポーランド人、ハンガリー人、ユーゴ
た
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
｛
な声明を発表した。
えてスペインに入国した外国人義勇兵は、一万から八○○○人くらいともいわれている。彼らは、共和国陣営のさ
ま
ざ
ま
な
政
党
や
労
働
組
合
傘
下
の
民
兵
隊
の
戦
列
で
戦
っ
て
い
た
。
こうした外国人義勇兵の活躍と、マドリード防衛のために共産党が編制した青年たちの約八○○○人の「第五連
隊」の活躍を目のあたりにして、叛乱軍と対時するための、組織的な外国人義勇兵を創設しようという計画が、コ
ミンテルン内部に起こった。この計画は九月中旬以降、モスクワで具体化され、今までスペイン内戦に沈黙してき
たスターリンが、内戦に公然を介入する意志を固め、一○月一六日付のソ連共産党機関紙『プラウダ』に次のよう
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国際旅団が初陣したのは、一九一一一六年一一月八日だった。その二日前の二月六日、叛乱軍の砲弾がマドリード
市内に着弾するようになり、共和国政府は。ハレンシァヘ移転する。政府、それに付随する行政機関、政治家、公務
員もマドリードから鯵ハレソシァヘ移った。
こういう状況下のマドリードに、「クレー．ヘル将軍」指揮の第二国際旅団が到着したのだった。彼らはきちん
と軍服を着て、大きなベレーをかぶり、ブーツを履いていた。ベルトには鉄カプトをつけ、小銃を肩にかけ、ほか
には軽機関銃をかかえていた。行進の最後列には、，コム運輸つきの機関銃が続いていた。
マドリードのアトーチャ駅から、最大の目抜き通りのグラン・ビアを整然と行進し、北西部のマドリード大学の
陣地へ向かった。彼らは、マドリードの北西部、マンサナレス川の西側に広がる台地カサ・デ・カンポとマドリー
ド大学で叛乱軍の進撃を阻止した。つづいいて一一月一二日、「ルカーチ将軍」指揮下の第一二国際旅団がマドリ
スラピア人）の三個大隊編制で、総勢一九○○人であった。
ついで一一月七日、第一二国際旅団が創設された。テルマン大隊（ドイツ人）、ガリパルディ大隊（イタリア人）、
アンドレ・マルティ大隊（フランス人、ベルギー人）の三個大隊編制で、総勢一五五○人であった。
最・初の国際旅団がどうして、「第一○」と呼ばれたのかは、明確な理由は定かではないが、敵と味方に大勢力、
それも外国からの援軍がついているという一種のプロ．〈ガソグが有力な説のようである。
アと〈セーテ、あるいはその近郊の町や村で大隊単位で訓練が始まった。とはいえ、職業軍人もほとんどいなく、
訓練教官といっても、第一次大戦に参戦したくらいの元兵士にすぎなかった。さらに、訓練用の兵器にいたっては、
戦闘用とは程遠いものであった。》ハルセロナでイギリス人義勇部隊「トム。マンⅡセントゥリァ」を指揮していた
トム・ウィントリンガムがアルバセーテに訓練教官として着任した。ウィントリンガムによれば、銃は数挺で、し
かも時代遅れの代物だった。したがって、銃を使わない訓練のみに専念せざるをえず、号令も各国語であり、その
うえ、前へ進め、気をつげ、といった基本的な動作も、国によってまったく・ハラバラであった。まさに、「．（ベル
尻ノ坊筵、
の塔」
前へ進め、気を一
の部隊であった。
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結局、国際旅団の戦列で戦った義勇兵は、五五ヶ国から約四万人余りに達したのである。この戦闘部隊である国
際旅団のほかに、医療、都市、プロ・〈ガンダなどの任務を帯びた非戦闘員は二万人近くいたといわれている。
共和国側のスペイン人たちは、国際旅団の義勇兵たちをどう見ていたのか。詩人のラファニル・アルペルティは、
つぎのように「国際旅団讃歌」をうたっている。
旅団が編制された。
－Ｆ戦線に投入された。この旅団も、第二旅団と同様に、叛乱軍に多大な損害を与えた。
だが、この二個国際旅団の兵員の損失もはなはだしく、投入された兵員のほぼ五○．〈１セントに達していた。あ
らたにアル・ハセーテに到着した義勇兵が、一週間かそこらの訓練の後、戦線維持のためにマドリードへ派避された。
マドリード防衛戦が続いていた二月から翌年一月のあいだに、アルパセーテで、第一一一一、第一四、第一五国際
この国から、あの国から、大きな国から、
地図に名を留めるだけの小さな国から、
同じ理想を共有しながら、
名も知らず、ただ語り合いながら君たちはやって来た。
君たちは遥か遠くからやって来た。
国境を越えて歌う君たちの血には、距離などは問題でない。
不可避な死は、いつの日か君たちの名を呼ぶだろう。
どこで、どの町で、どの戦場でかは誰にも分りはしなし。
君たちが守ろうと誓った家灸の、
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国際旅団がマドリードを救ったというのは、誇張であるが、ともあれ叛乱軍の重包囲に対して抵抗するマドリー
ドへの勇気づけになったことは疑いない。しかも、国際旅団の参戦はこうした軍事面だけではなく、国際旅団に付
属する国際医療部隊などは、スペイン共和国陣営にとって必要不可欠な非戦闘員部隊であったろう。
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壁の色さえ知ってはいない。
君たちを埋葬する大地を、死を賭して、
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！
木をも野原も蘇生する光の微分子も、
海から放射される情念もそれを望んでいる。
兄弟たちよ！マドリードは君たちの名とともに永遠に光り輝く。
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